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２０１０年３月期第二四半期決算の概要（連結）２０１０年３月期第二四半期決算の概要（連結）
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１０年3月第二四半期の商品先物市場を振り返って

プラス要因 ：長期化する金融混乱下において金が安全資産としての評価を高め米国市場では史上最高値

更新。機関投資家の運用資金が金ＥＴＦ（上場投資信託）市場に大量に流入。

マイナス要因：国内商品市場は長引く金融不安や法改正による営業活動の行為規制強化の影響等を受け、

出来高が低迷。

１０年3月第二四半期の商品先物市場を振り返って

プラス要因 ：長期化する金融混乱下において金が安全資産としての評価を高め米国市場では史上最高値

更新。機関投資家の運用資金が金ＥＴＦ（上場投資信託）市場に大量に流入。

マイナス要因：国内商品市場は長引く金融不安や法改正による営業活動の行為規制強化の影響等を受け、

出来高が低迷。

単位；百万円
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商品先物市場の環境認識商品先物市場の環境認識

日本の商品先物市場の総取引金額、出来高枚数の推移 （社）全国商品取引所連合会資料より

（兆円） （百万枚）
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商品取引所法の改正により、取引金額、出来高枚数ともに減少傾向。加えて世界的な金融不安
が長期化し取引高及び出来高ともに９０年代後半の水準に戻る。
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安定増加を続けるエース交易の委託者数安定増加を続けるエース交易の委託者数

単位：（人）
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改正商品取引所法へのエース交易の対応改正商品取引所法へのエース交易の対応

グローバルスタンダードな清算

制度の適用や、上場商品の多

様化などが図られる

財務要件の厳格化により、取引量

に伴うリスクに対応した『純資産額

規制比率』が導入される

『証拠金』は清算機関の『日本

商品清算機構（JCCH）』で保全

されている

法改正に準じた適切な営業活動を行うため、

研修制度を徹底し、営業員一人一人がお客様

のニーズに適したサービスを提供できるよう心

がけております。

コンプライアンス強化

豊富な知識と高い能力を持った人材と、グ

ローバルで最新の情報。これらによって、

お客様が自主的な判断を素早く実行できる

環境を提供しております。

人材教育制度の充実

改正商品取引所法のポイント 出典：日本商品先物振興協会資料

市場の信頼性・利便性の向上 商品取引員に対する規制見直し 顧客資産の保全制度の拡充
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2010年3月期 事業計画20102010年年33月期月期 事業計画事業計画
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２０１０年３月期の業績予想の非開示について２０１０年３月期の業績予想の非開示について

2010年3月期の見通しについは、世界の政治・経済情勢、相場動向等の不確実な要因が多種多様に存在しており、

特に近年においては、それらの要因が複雑に絡み合い、各市場における相場乱高下を引き起こす現状となっておりま

す。さらに投資環境及び投資家の投資マインドの変化は従来とは異なり予測を超えるスピードで変化しており、お客様

からの手数料収入が収益の大半を占める当社及び当社グループの業績への影響は予想が困難な状況にあります。

このような環境を踏まえて検討した結果、業績予想の策定が著しく困難であるばかりでなく、投資家の皆様の重要な投

資判断材料である業績予想を開示することが投資判断をミスリードするリスクもあると判断し、2010年3月期より連

結・個別の業績予想公表を非開示とさせていただくことにいたしました。

なお、業績予想を非開示とする代わりに月次ベースの営業資産を適時開示させていただきます。具体的には、毎月末

の顧客口座数、商品先物取引・外国為替証拠金取引の預り証拠金額、商品先物取引の残玉数を翌月15日前後に開

示させていただきます。また、業績の差異につきましては、前連結会計年度の実績数値を基準に、営業収益が前連結

会計年度に比べて110％以上または90％以下の場合、経常利益または当期純利益が前連結会計年度に比べて

130％以上または70％以下の場合には業績の差異の開示を行ないます。この差異の開示につきましては、第2四

半期決算及び通期決算時を対象といたします。

2010年3月期の見通しについは、世界の政治・経済情勢、相場動向等の不確実な要因が多種多様に存在しており、

特に近年においては、それらの要因が複雑に絡み合い、各市場における相場乱高下を引き起こす現状となっておりま

す。さらに投資環境及び投資家の投資マインドの変化は従来とは異なり予測を超えるスピードで変化しており、お客様

からの手数料収入が収益の大半を占める当社及び当社グループの業績への影響は予想が困難な状況にあります。

このような環境を踏まえて検討した結果、業績予想の策定が著しく困難であるばかりでなく、投資家の皆様の重要な投

資判断材料である業績予想を開示することが投資判断をミスリードするリスクもあると判断し、2010年3月期より連

結・個別の業績予想公表を非開示とさせていただくことにいたしました。

なお、業績予想を非開示とする代わりに月次ベースの営業資産を適時開示させていただきます。具体的には、毎月末

の顧客口座数、商品先物取引・外国為替証拠金取引の預り証拠金額、商品先物取引の残玉数を翌月15日前後に開

示させていただきます。また、業績の差異につきましては、前連結会計年度の実績数値を基準に、営業収益が前連結

会計年度に比べて110％以上または90％以下の場合、経常利益または当期純利益が前連結会計年度に比べて

130％以上または70％以下の場合には業績の差異の開示を行ないます。この差異の開示につきましては、第2四

半期決算及び通期決算時を対象といたします。
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2010年3月期 事業戦略20102010年年33月期月期 事業戦略事業戦略
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今後の商品市場の認識と商品戦略今後の商品市場の認識と商品戦略

世界的な金融不安は

投資サービス事業にとってビジネスチャンス

貯蓄から投資へ

重点施策

顧客数の拡大

投資家向けセミナー
の展開

営業支援活動の充実

投資家向けセミナー
の展開

営業支援活動の充実

オンライン取引の
サービス拡充

オンライン取引の
サービス拡充

ミドルリスク商品
の取り扱い

金先物ミニ取引

ミドルリスク商品
の取り扱い

金先物ミニ取引




